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医療保険

年　金

お医者さんにかかるには、公的な保険に入っていなければいけません。保険に加入すると、保険証がもらえます。医療機関を
受診する場合は、保険証をみせてお医者さんにかかってください。日本では、全国民がいずれかの保険に加入する皆保険制度
になっています。

日本の保険制度

日本国内に住んでいる20歳から59歳の人は、外国人
を含み、必ず国民年金に加入しなければなりません。
国民年金に上乗せする形で、厚生年金や共済年金など
の制度もあります。
社会保険の扶養になっている人は、手続きをする事によ
り、保険料をおさめなくても国民年金に加入しているこ
ととなります。

１．社会保険
会社に一定の要件をみたして働いている人が、
入る保険です。保険料は、所得によってきまり、
会社と加入者で半分ずつ支払います。医療機関
にかかるときは、３割負担になります。

２．社会保険の扶養
夫などが勤めており、社会保険に加入している
場合は、その家族は、扶養になることができま
す。ただし、所得の上限などがあります。
保険料は、扶養が増えたからといって、夫がか
けている保険料があがることはありません。医
療機関にかかるときは、３割負担になります。

３．国民健康保険
自営業や農業、退職した人など、他の健康保
険に入っていない人が入る保険です。保険料は、
市に納めます。
医療機関にかかるときは、３割負担になります。

加入の問い合わせは

勤めている会社に聞いてください。
加入の問い合わせは

糸魚川市にご相談ください。
加入の問い合わせは

勤めている会社に聞いてください。

年金
加入するには、糸魚川市役所で届出をします。
加入すると保険料を納めなければいけません。
65歳になると、かけていた分に応じて年金が支
給されます。また、帰国するときでも、脱退一
時金を受取ることができます。

糸魚川市健康増進課

TEL.025-552-1511

問い合わせ先

糸魚川市市民課

TEL.025-552-1511

問い合わせ先

日本の年金制度


